
日本往生極樂記 法華驗記

地獄說話 類型

1) **

序論

地獄蘇生譚

地獄來迎譚

地獄巡禮譚

結論

序論

漢譯 閻魔大王・

冥界譚 地獄 現世

蘇生譚

日本靈異記

平安 日本往

生極樂記 極樂記 大日本國法華經驗記 法華驗記

亡靈

日本靈異記 冥界觀 先代中國說話集 影響 中心 日語日文學硏究 韓國日語日文學會の の を に

冥報記 冥界說話 日本靈異記

日本文化學報



地獄ー

蘇生譚

ー

生者ー

亡靈回向譚 地獄來迎譚

生者ー

生子 現報地獄譚ー

地獄蘇生談

極樂記 智光

行基

日本靈異記 中

極樂記

三寶繪詞 中 法華驗記

智光 極樂記

極樂記

三寶繪詞 中 撰

日本國名僧伝 靈異記

居士小野中廣 撰 日本國名僧伝並 僧景戒 造 靈異記等 見の の びに が れる に えたり

日本靈異記 三寶繪詞 極樂記 法華驗

記

法華驗記 出羽國 龍華寺 妙達和尙

三寶繪詞 小島孝之 三寶繪 別冊 國文學 學燈社

源爲憲

聖德 役行者 行基

日本靈異記

尊子內親王

日本靈異記



日本往生極樂記 法華驗記 地獄說話 類型

出羽國 布山 龍華寺

心行 淸淨 染着 戒行 堅持

懈怠 具足

惠施 天曆 經卷

內外 明淨 濁世 正法

別傳

冥途

三寶繪詞 觀智院本中卷末 妙達和尙 入定ノ シテヨミガヘリタ

記 僧妙達蘇生注記 書寫 續 群書類從ル 々

僧妙達蘇生注記 三寶

繪詞 法華驗記 東國

三寶繪詞

法華驗記

三寶繪

詞

日本思想大系七 往生伝 法華驗記 岩波書店

三寶繪詞 法華驗記

三寶繪詞 攷證 今昔物語集 本朝部

上 富山房

丈



法華驗記

冥途

佛

日本靈異記 極樂記 法華驗記

法華驗記

造語

法華驗記

源尊 法家

不善

諷誦

死門 冥途 冥道・

鬼

裲襠 屬鏤

錫杖 經箱

日本國語大辭典 小學館 日本國語大辭典 小學館



日本往生極樂記 法華驗記 地獄說話 類型

惡處

法華

驗記 醍醐寺 蓮秀

賀茂明神 天童 三途

死門 冥途

鬼神

嫗鬼

三途 三途

冥途

稱念

賀茂明神 冥途



法華驗記

法華経 第二五品 觀世音菩薩普門品

現世利益 三十三応現身

三途 日

本靈異記 大河 深 川き 下

三途

法華驗記 鎌倉

地藏十王経 地藏菩薩發心因緣十王経 三途

葬頭河曲於初江邊官廳相連承所渡 前大河 卽是葬頭 官前有大樹 名衣領樹 陰

住二鬼 一名奪衣婆 二名懸衣翁 及至婆鬼脫衣 翁鬼懸衣 顯罪低昻 送後王廳

地藏十王経 地藏十王

経

法華驗記

拔苦 是人命終 爲

千佛授手 命不恐怖 不墮惡趣 卽往兜率天上 彌勒菩薩所 彌勒菩薩 有菩薩衆 所共圍遶

惡鬼 天童

沙彌 修覺

墮地獄

普賢菩薩勸發品第二十八

速水侑 觀音信仰 塙書房

成都府藏川述 僞作 十王 地藏

菩薩 唐 藏川述 十王経 閻

羅王授記四衆逆修生七往生淨土経

日本古典文學全集 今昔物語集 小學館 頭註



日本往生極樂記 法華驗記 地獄說話 類型

兜率天

惡趣 三惡

道 法華驗記

地獄來迎譚

來迎

極樂記

延曆寺 明靖 俗性 藤原氏

靜眞

引攝 相

生子ー

日本靈異記 業火

上 中 現報地獄譚

ー 蘇生譚 冥

界訪問譚

亡靈回向譚

引攝 相



引攝

地獄 火遠 病 眼 現の く の に ぜり

平安 今昔物語集 地

獄 火ノ 頭註

火車

火 車の 寶物集 同話

火 車の

火車

火車

阿弥陀

日本古典文學全集 今昔物語集 小學館 頭註

中村元 縮刷出 仏敎語大辭典 東京書籍 中村 佛菩薩本行經

半日閑話 日本隨筆大成編輯部編 日本隨筆大成 第いである。

一期 吉川弘文館 北越雪譜 監修 宮榮二 図說 北越雪譜事典 別冊資料編 角川書店・

茅窓漫錄 日本隨筆大成編輯部編 日本隨筆大成 第一期 吉川弘文館 新著聞

集 日本隨筆大成編輯部編 日本隨筆大成 第二期 吉川弘文館 柳田國男 遠野物語 井原

西鶴 日本永代藏



日本往生極樂記 法華驗記 地獄說話 類型

極樂記

極樂記

今昔物語集

極樂記

今昔物語集 火車

極樂記

僧都 濟源

極樂記

女弟子 伴氏

極樂記 第 話

惡趣

地獄巡禮譚

立山 法華驗記 第 話

今昔物語集 今昔物語集

法華驗記 初出

僧都 濟源 心意

藥師寺 諷誦

別當 借用

法華驗記

引攝 大悲觀音 地獄 苦 拔 淨土 引攝の しびを きて に したま、 、

法華驗記 三道へ

三途 苦 離 卽 善 身 得 法華驗の しびを れて ち き を たり、

記 雲淨

願 経 力 依 命終決定 淨土 往生 惡趣 墮はくは の に りて して に し に、 、 、

ちざらむといへり

開山 類聚旣驗抄

越中立山權現 文武天皇御宇大宝元年始所建立也 相伝云 於立山狩人有之 熊射矢ヲ。 。 。 。



法華驗記 越中國 立山

近江國

蒲生郡

忉利天

靈驗所

越中 地獄原

帝釋岳

帝釋 ・

丈 勝妙

俱舍論 大毘婆沙論

帝釋岳 帝釋 ・

山中

射立追入出處 其熊乍立矢死了 見之皆金色阿弥陀如來也 仍此立山權現也 顯現地獄云々。 。 。 。 。

十卷本 伊呂波字類抄 顯給本緣起越中守佐伯有若之宿禰仲春上旬之比爲鷹獵之登雪高山之間

鷹飛空失畢爲尋求之深山之次熊見射 然間笑立乍登乍於高山笑注 立熊金色阿弥陀如來也休巖石之山勝名一 腰

号二 肩字三 頸名四 頭烏 五 時有若發菩提心切弓切髮成沙弥法号慈興 其師藥契聖人自大河南者藥契之建

立三所上本宮中光明山下報恩寺 由谷

裕哉 法華驗記 所收立山地獄說話 山岳修驗 第 号 日本山岳修驗學會について

法華驗記 開山 權門寺社勢力



日本往生極樂記 法華驗記 地獄說話 類型

他界觀 日本靈異記

卒

坂有 坂 上 登 觀 大 觀有シキ りき の に りて れば きなる り。 、 下

往 道 頭 甚 峻 坂有 坂 上 登く の に だ シキ りき の に。

躊躇 見りて ヒテ れば、 下 日本靈異

記 延曆 最澄 比叡山

延曆寺 弘仁 空海 高野山

和歌山縣 熊野妙法山

孤地獄

獨地獄 邊地獄 寒 熱

山野 苦

小地獄 立山

結論

平安

日本往生極樂記 大日本國法華經驗記

日本靈異記

日本靈異記

鎌倉

武見李子 地獄 極樂思想 系譜 地獄 極樂 集英社・ の と

石田瑞麿 日本人 地獄 春秋社と



地藏十王経

三途

日本靈異記 極樂記

極樂記 今昔物語

集 火車 極樂記

今昔物語集

日本靈異記 法華驗記

日本

靈異記
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李市埈 今昔物語集 冥報記 受容 方法 編者 構想 出典 齟齬 中心における の の の と との を に

して 日本文化學報第 輯 韓國日本文化學會

李市埈 日本靈異記 冥界觀の 日語日文學硏究

李市埈 冥報記 冥界說話 類型

石田瑞麿 日本人 地獄 春秋社と

井上光貞 校訂 日本思想大系七 往生伝 法華驗記 岩波書店ほか

岩本裕 地獄 極樂 三一書房と

川村邦光 地獄 筑摩新書めぐり

小島孝之 三寶繪 別冊 國文學 學燈社

武見李子 地獄 極樂思想 系譜・ の 地獄 極樂 集英社と



日本往生極樂記 法華驗記 地獄說話 類型

中村元 縮刷出 仏敎語大辭典 東京書籍

藤原拓人 日本靈異記 見 冥界觀に る 東洋大學大學院紀要第 集

由谷裕哉 法華驗記 所收立山地獄說話について 山岳修驗 第 号 日本山岳修驗學

會

日本古典文學全集 今昔物語集 小學館

日本國語大辭典 小學館

日本國語大辭典 小學館



要 旨

本稿 日本 地獄說話 特徵 時代順 追 一連 作業 日本往生極樂記は の の を に ってみようという の で、

大日本國法華經驗記 所收話 檢討 結果 整理 以下 通と の を した その を すると の り。 。

ま 地獄蘇生譚 日本靈異記 比較 類型 面 大同小異 局部的ず であるが と すると の では であるが、 、 、 、

多少 違 看取 閻魔王 役割 判者 仏敎 特 法華信なモチーフは な いが される たとえば の が というよりは に。 、 、

仰 鼓吹 色合 强 觀音菩薩 墮地獄 人 救濟 仏を する いが くなったということ が の を していること だけでは、 、

在來 神 地獄 救濟 助力 鎌倉初期 地藏十王経 成立 以前なく の が の に していること の の において その、 、

信仰 一形態 位置 三途 川 登場の の として づけられる の のモチーフが していること などである、 。

地獄來迎譚 日本靈異記 類型 極樂記 第 話つづいて についてであるが にはない で が、 、 、

唯一 例 地獄來迎譚の となる。 筆者 命名 說話 構造 阿彌陀仏 來迎は が したもので その の が の、 酷と

似 極樂記 第 話 類型及 地獄 火しているからである の び の。 基本 今昔物はこれが になって、

語集 卷 第 話 發展 変容 判斷のように ・ していたと される。

最後 地獄巡礼譚 日本靈異記 見 類型 法華驗記 第に であるが には いだすことができない で、 、

話 立山地獄說話 唯一 例 說話 古代日本人 山中他界觀 靈魂觀 以後 仏敎の が の となる この は の や と の。

地獄思想 融合 考 說話文學 地獄巡礼譚 先驅 仏敎側の が したものと えられる では の といえるし でいう。 、

孤獨地獄 例 早 時期 屬 例 注目 値の としてももっとも い に する として に する。

キーワード

서울시 동작구 상도 동 숭실대학교 일본학과住 所

電 話


